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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】洗面台の洗面部にジャバラを刻設して小物を手
洗いする際、手軽に洗え、汚れ落ちもよく、特に手が不
自由な人でも便利で片手で手洗いする事が出来て、又手
洗いした後、洗面器内の水でジャバラ刻設部を洗い流す
事ができるようにしたジャバラ刻設洗面台を提供する。
【解決手段】ホテルのユニット式や一般家庭に取り付け
られている洗面台１の表面窪みの内側手前に少なくとも
１カ所以上ジャバラ刻設した。本体洗面部にジャバラ刻
設部は洗面部の両サイド２Ａ，２Ｃに刻設したが、洗面
部の中央手前２Ｂに新たなジャバラ刻設部を刻設しても
良い。本体洗面台構造成形時に簡単に制作でき、水もス
ムーズに流れる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
洗面台の洗面部の表面にジャバラを刻設したことを特徴とするジャバラ刻設洗面台。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案はホテルや家庭、その他の洗面台に取り付いている洗面器ユニット式などにジャバ
ラ式の洗濯板を一体化で洗面器に設け、小物等例えば、ハンカチやパンツ等を手揉みする
際、昔使用していた洗濯板イメージして利用し手軽に洗えるように工夫した洗面台に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
従来のユニット式洗面器は単に顔や手を洗うだけであった。
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
例えば、旅行先に行った際にホテルの洗面器で小物等のハンカチやパンツ、靴下等手揉み
で洗っているのが両手で洗ってもなかなか汚れが、落ちにくい。又、停電等があった場合
に手さぐりで洗い物する事ができると大変便利な洗面台が必要とされている。
【課題を解決する為の手段】
【０００４】
そこで本考案は、洗面台の洗面部にジャバラを刻設して小物を手洗いする際、手軽に洗え
、汚れ落ちもよく、特に手が不自由な人でも便利で片手で手洗いする事が出来るようにし
た。
又手洗いした後、洗面器内の水でジャバラ刻設部を洗い流す事ができるようにしたジャバ
ラ刻設洗面台である。
【考案の効果】
【０００５】
小物例えば、ハンカチ、タオル、パンツ、くつ下等、洗面器で洗う際ジャバラ刻設部を利
用すると汚れ落ちも良く、片手で簡単に手洗いする事が出来た。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本考案に係る実施例を示す洗面台の平面図
【考案を実施するための形態】
【０００７】
本考案に係る具体的実施例を図１により説明する。
【実施例】
【０００８】
本考案に係わる一実施例を説明すると、例えばホテルのユニット式や一般家庭に取り付け
られている洗面台の１の表面窪みの内側手前に少なくとも１カ所以上ジャバラ刻設した。
本実施例では本体洗面部にジャバラ刻設部は洗面部の両サイド２Ａ，２Ｃに刻設したが、
波線で図示する如く新たなジャバラ刻設部を刻設しても良い。図中の符号３は水道蛇口、
４は水の排水口を図示している。本体洗面台構造成形時に簡単に制作でき、水もスムーズ
に流れる。
【産業上の利用可能性】
【０００９】
本考案は、ユニット式洗面台や、その他家庭における洗面台本体と一体化した洗面台で手
軽に洗える。特にホテルやリハビリテーション、ジム等で利用できるものである。
【符号の説明】
【００１０】
　１　洗面台本体
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２Ａ　ジャバラ刻設部（洗面部と一体化）
２Ｂ　ジャバラ刻設部（洗面部と一体化）
２Ｃ　ジャバラ刻設部（洗面部と一体化）
　３　水道蛇口
　４　排水口

【図１】
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